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安
全
と
安
心
守
る

　
　

決
意
を
新
た
に

始動

　12月26日、町消防団の第９分団（元木地区）に小型ポ
ンプ積載車が、第17分団（田野地区）に消防ポンプ自動
車が町から交付されました。第９分団の元村美裕分団長
は ｢本日、小型ポンプ積載車を配属いただきました。有
事の際には万全を期したい｣ と語り、第17分団の平山義
治分団長は「これを機に、地域住民の皆さんの安全安心
確保のため、今まで以上に防災に努めて参りたい」と決
意を新たにしていました。

第９分団と第17分団に新しい消防車両

　

１
月
６
日
、町
消
防
団（
長
岡
宏
団
長
）お
よ
び
婦
人
消
防
協
力
隊（
元
村
ト
モ
隊
長
）

の
出
初
式
と
、交
通
指
導
隊（
緑
川
猛
雄
隊
長
）お
よ
び
防
犯
指
導
隊（
土
谷
典
雄
隊
長
）

の
初
点
検
が
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
団
員
や
隊
員
ら
は
、
住
民

の
安
全
と
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
は
、
団
員
１
７
０
人
、

自
動
車
ポ
ン
プ
８
台
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
11
台
、
婦
人
消
防
協
力
隊

53
人
が
参
加
。
統
監
の
鈴
木
重
男

町
長
は
、
来
賓
と
と
も
に
観
閲
を

行
い
「
高
齢
化
の
進
む
中
、
地
域

に
密
接
し
た
消
防
団
活
動
は
、
重

要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
消
防
団
の
よ
り
一
層
の
精
進

に
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

長
岡
宏
団
長
は
、「
我
々
の
使

命
は
、
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
多
種
多
様
な
災
害
で
発
生
す

る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
も
、
消
防
団
・
協
力
隊
が
一
体

と
な
り
、活
動
に
ま
い
進
し
た
い
」

と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
団
員
や
車
両
隊
員
ら

は
町
中
心
部
を
力
強
く
分
列
行
進
。

隊
列
を
組
み
、
規
律
正
し
い
動
作

や
勇
ま
し
い
掛
け
声
な
ど
で
臨
ん

で
い
ま
し
た
。

　

交
通
指
導
隊
と
防
犯
指
導
隊
の

初
点
検
に
は
、
交
通
指
導
隊
７
人
、

防
犯
指
導
隊
８
人
が
参
加
。
両
指

導
隊
員
は
、
鈴
木
町
長
か
ら
身
分

証
や
警
笛
な
ど
の
点
検
を
受
け
ま

し
た
。「
皆
さ
ん
の
地
域
に
密
着
し

た
活
動
は
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
お
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
町
民

の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
、
よ

り
一
層
の
精
進
を
願
い
ま
す
」
と

鈴
木
町
長
は
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
手
警
察
署
佐
藤
副
署

長
は
、「
葛
巻
町
は
事
件
・
事
故
の

少
な
い
治
安
の
良
い
町
。
皆
さ
ん

の
日
ご
ろ
の
献
身
的
な
活
動
に
、

心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
隊

員
ら
は
、
町
民
の
交
通
安
全
と
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
の
決
意
を

新
た
に
、
今
年
一
年
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

長岡団長を先頭に力強く分列行進する団員たち

第９分団㊧と第17分団の新しい消防車両

　

昨
年
５
月
か
ら
岩
手
県
で
待
望

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
行
を
開
始
、

町
内
か
ら
15
件
の
搬
送
が
あ
り
ま

し
た
（
１
月
28
日
現
在
）。「
１
１

９
番
通
報
の
内
容
」
や
「
傷
病
者

の
状
況
」
に
よ
り
消
防
機
関
の
判

断
で
要
請
し
、
本
拠
地
の
矢
巾
町

か
ら
医
師
、
看
護
師
が
ヘ
リ
に
搭

乗
、
約
12
分
で
本
町
へ
到
着
し
ま

す
。
大
き
な
事
故
な
ど
は
、
救
急

車
と
同
時
に
要
請
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
３
６
５
日
、
毎

日
運
航
し
ま
す
が
、
夜
間
の
離
発

着
や
悪
天
候
な
ど
の
場
合
、
運
行

で
き
ま
せ
ん
。

　

寒
さ
が
増
し
、
空
気
が
乾
燥
す

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
器
具

の
取
り
扱
い
に
注
意
が
必
要
で
す
。

給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

し
て
か
ら
行
い
、
給
油
タ
ン
ク
の

キ
ャ
ッ
プ
は
、
確
実
に
締
め
ま

し
ょ
う
。

　

昨
年
の
町
内
の
火
災
は
３
件
で

し
た
が
、
出
火
率
に
す
る
と
盛
岡

広
域
市
町
村
で
は
３
番
目
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
火
災
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
す
。

盛岡中央消防署
葛巻分署

髙橋功一  分署長

　

今
年
は
、
積
雪
・
寒
さ
と
も
大

変
厳
し
い
冬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
が
原
因
に
よ

る
交
通
事
故
も
例
年
よ
り
増
え
て

い
ま
す
。
路
面
の
状
況
、
行
き
先

の
天
候
、
あ
ら
か
じ
め
予
想
し

た
運
転
が
必
要
で
す
。
日
陰
や

橋
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
な
ど

は
凍
っ
て
い
る
の
で
特
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。「
急
」の
つ
く
運
転
、

急
発
進
、急
ハ
ン
ド
ル
、急
ブ
レ
ー

キ
は
横
滑
り
や
ス
リ
ッ
プ
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
町
内
で
起
き
て
い

る
大
き
な
事
故
は
、
町
外
の
方
が

多
い
の
で
看
板
な
ど
の
手
立
て
も

必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
警
察
署
で
は
「
鍵
か
け

は
家
に
！　

車
に
！　

自
転
車

に
！
」
と
「
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
」
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

町
内
で
も
自
転
車
や
自
動
車
の
盗

難
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寒
い
と
家
か
ら
さ
ら
に
出
に
く

く
な
り
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
で
は

除
雪
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
隣

近
所
や
地
域
で
助
け
合
い
、
声
を

掛
け
合
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

岩手警察署
葛巻駐在所

千田久行  所長

防犯指導隊

交通指導隊交通指導隊

冬
道
の
運
転
に
気
を
つ
け
て

暖
房
器
具
の
扱
い
に
注
意
を


